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役
員
の
ご
紹
介

【
理
事
18
名
】

代
表
理
事
組
合
長　

新
谷　

克
己
（
常　

勤
）

常
務
理
事　
　
　
　

藤
田　

修
一
（
常　

勤
）

常
務
理
事　
　
　
　

岡
塚　

忠
浩
（
常　

勤
）

理　
　

事　
　
　
　

吉
野　

成
明
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

稲
岡　

利
男
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

高
井　

政
義
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

野
村　

時
夫
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

大
石　
　

守
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

前
田　

明
美
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

谷
山　

秀
信
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

蟹
屋
敷
政
和
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

幸
地　

厚
子
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

安
田　
　

朗
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

石
川　

外
司
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

苫
谷　

秋
美
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

谷
口
和
喜
夫
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

山
本　

茂
伸
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

古
川　

勇
二
（
非
常
勤
）

【
監
事
５
名
】

代
表
監
事　
　
　
　

島
田
多
加
夫
（
常　

勤
）

監　
　

事　
　
　
　

嶋
中
不
二
雄
（
非
常
勤
）

監　
　

事　
　
　
　

田
頭　

善
彦
（
非
常
勤
）

監　
　

事　
　
　
　

小
橋　

敦
郎
（
非
常
勤
）

員
外
監
事　
　
　
　

高
山　
　

孝
（
非
常
勤
）

代
表
理
事
組
合
長　

新　

谷　

克　

己

ご
挨
拶た

。
こ
れ
も
偏
に
組
合
員
な
ら
び
に
利
用
者
の

皆
様
の
ご
支
援
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

第
6
次
中
期
3
か
年
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

令
和
３
年
５
月
24
日
よ
り
、
６
支
店
の
統
廃

合
に
よ
り
本
店
１
階
に
中
央
支
店
を
オ
ー
プ

ン
す
る
と
と
も
に
金
融
共
済
部
に
渉
外
課
を
新

設
い
た
し
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
の
新
富
来
支

店
、
新
志
賀
農
機
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
と
併

せ
、
内
部
機
構
の
整
備
は
一
巡
し
た
と
考
え
て

お
り
、
一
層
の
業
務
の
効
率
化
と
組
合
員
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
・
向
上
に
努
め
て
参
る
所
存
で
す
。

　

令
和
４
年
度
を
ス
タ
ー
ト
と
す
る
第
６
次
中

期
３
か
年
計
画
で
は
、「
不
断
の
自
己
改
革
に
よ

る
さ
ら
な
る
進
化
」
を
テ
ー
マ
に
『
自
己
改
革

工
程
表
』
に
基
づ
く
検
証
作
業
を
加
え
な
が
ら
、

農
業
と
地
域
を
取
り
巻
く
諸
課
題
の
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
組
合
員
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ

プ
強
化
と
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
強
化
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
数
の
減
少
と
事
業

規
模
に
鑑
み
、
役
員
定
数
削
減
の
た
め
の
定
款

変
更
を
承
認
い
た
だ
き
、
令
和
５
年
の
改
選
期

よ
り
適
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

持
続
可
能
な
地
域
農
業
振
興
に
取
組
み
ま
す

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
端
を
発
し
た

経
済
制
裁
の
応
酬
は
、
今
や
食
料
安
全
保
障
問

題
に
ま
で
発
展
し
て
お
り
、
低
自
給
率
・
資
源

不
足
の
日
本
に
と
っ
て
も
は
や
国
策
に
よ
る
対

応
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
肥
料
・
農
薬
等

農
業
資
材
の
高
騰
に
対
し
て
は
先
の
通
常
国
会

や
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
も
重
要
テ
ー
マ

と
し
て
議
論
さ
れ
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
挙

げ
て
確
固
た
る
支
援
策
を
国
・
県
・
市
町
に
要

望
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

県
内
Ｊ
Ａ
の
広
域
合
併
構
想
に
つ
き
ま
し
て

は
、
令
和
７
年
４
月
ま
で
先
送
り
と
な
り
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
当
Ｊ
Ａ
と
し
て
ど
う
い
う
形

が
望
ま
し
い
の
か
し
っ
か
り
と
組
合
員
の
皆
様

と
議
論
し
、
近
隣
Ｊ
Ａ
と
の
協
議
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
Ｊ
Ａ
志
賀

と
し
て
の
経
営
基
盤
・
体
力
を
堅
固
な
も
の
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
３
年
目
に
入
り
、
令
和
４
年
度

は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
精
神
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

復
活
・
発
展
さ
せ
つ
つ
、
Ｊ
Ａ
の
総
合
事
業
機

能
を
十
分
に
発
揮
し
て
組
合
員
な
ら
び
に
地
域

住
民
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
支
援
し
て
参
る
予
定

で
あ
り
、
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご
鞭
撻

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
今
夏
も
猛
暑
・
酷
暑
が
予
想
さ

れ
る
中
、
皆
様
に
は
お
体
ご
自
愛
の
う
え
一
層

ご
健
勝
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

　

猛
暑
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
Ｊ
Ａ
事
業
に
対
し
格
別
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
た
ま
わ
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
先
に
開
催
の
第
57
回
通
常
総
代
会
に

あ
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
が
一
定
の

落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
３
年

ぶ
り
に
総
代
各
位
の
実
出
席
の
も
と
開
催
し
、

全
議
案
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
ご

報
告
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
総
代
各
位
の
ご

協
力
に
対
し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、
２
年
続
き
の
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
か
ら
Ｊ
Ａ
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
や
会
合
、
訪

問
活
動
等
の
自
粛
期
間
の
長
期
化
も
あ
り
、
全

般
的
に
低
調
な
事
業
展
開
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
加
え
て
、
コ
メ
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
一

向
に
改
善
し
な
い
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
産

米
価
格
の
大
幅
下
落
を
招
く
な
ど
、
農
業
者

に
と
っ
て
も
極
め
て
深
刻
な
１
年
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
決
算
収
支
に
つ
い
て

は
当
初
計
画
を
下
回
っ
た
も
の
の
、
20
百
万
円

余
の
経
常
利
益
を
確
保
す
る
と
と
も
に
３
期
ぶ

り
に
最
終
黒
字
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

ＪＡしか　2022. ７　②



③　ＪＡしか　2022. ７

『農業と地域に根ざし、『農業と地域に根ざし、
地域社会と共存する地域社会と共存する
ＪＡをめざして』ＪＡをめざして』

　JA志賀の第57回通常総代会は、６月29日（水）午前10時より
志賀町文化ホールで開催しました。
　実総代数520名のうち、500名（本人出席126名、議決権行使
374名）の出席により会議が成立し、新谷組合長の開会挨拶の後、
議長に畠下幹男総代（土田地区）を選任し、議案の審議に入りました。
　慎重なる審議の結果、令和３年度の事業報告及び剰余金処分案の
ほか、上程された全議案が原案通り可決・承認されました。

第 57 回第 57 回

通常総代会開催通常総代会開催

第
57
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

　
【
審
議
事
項
】

　

第
１
号
議
案　

令
和
３
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処

分
案
承
認
の
件

　

第
２
号
議
案　

第
６
次
中
期
３
か
年
計
画
並
び
に
地
域

農
業
戦
略
の
設
定
の
件

　

第
３
号
議
案　

令
和
４
年
度
事
業
計
画
の
設
定
の
件

　

第
４
号
議
案　

定
款
の
一
部
変
更
の
件

　

第
５
号
議
案　

定
款
附
属
書
役
員
選
任
規
程
の
一
部
変

更
の
件

　

第
６
号
議
案　

理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

　

第
７
号
議
案　

退
任
理
事
に
対
す
る
退
職
慰
労
金
支
給

の
件

　
【
報
告
事
項
】

　

①
令
和
３
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
注
記
表
、

附
属
明
細
書
並
び
に
独
立
監
査
人
及
び
監
事
の
監
査

報
告
に
つ
い
て

②「
株
式
会
社
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
し
か
」令
和
３
年

度
事
業
報
告
及
び
令
和
４
年
度
事
業
方
針
に
つ
い
て

③「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」の
変
更
に
つ
い
て



ＪＡしか　2022. ７　④

令
和
３
年
度　

事
業
報
告
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

よ
る
経
営
基
盤
強
化
と
組
合
員
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
・
向
上
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、

各
種
事
業
が
停
滞
す
る
中
、
共
済
事
業
に

あ
っ
て
は
念
願
の
Ｌ
Ａ（
専
任
渉
外
）体
制

を
構
築
し
、
組
合
員
へ
の
一
層
充
実
し
た

安
心
・
安
全
の
提
供
に
大
い
に
効
果
を
発

揮
し
ま
し
た
。

　

損
益
に
つ
き
ま
し
て
は
、
組
合
員
・
利

用
者
の
皆
様
の
お
か
げ
に
よ
り
ま
し
て
、

経
常
利
益
２
０
，
５
６
２
千
円
、
税
引
前

当
期
利
益
９
，
７
４
８
千
円
と
い
う
結
果

を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
第
57
年
度
に
お
け
る
主
要
事
業

の
概
要
に
つ
い
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

超
低
金
利
環
境
が
長
期
化
す
る
中
、
引

き
続
き
当
Ｊ
Ａ
独
自
企
画
の
「
退
職
金
定

期
貯
金
」
や
「
年
金
定
期
貯
金
」
を
は
じ

め
、
中
央
支
店
オ
ー
プ
ン
記
念
貯
金
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
、
更
に
は
ボ
ー
ナ
ス
時
期
を
捉

え
た
夏
・
冬
の
貯
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取

組
み
を
展
開
し
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
え

顧
客
基
盤
の
維
持
・
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
貸
出
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き

住
宅
・
マ
イ
カ
ー
・
教
育
ロ
ー
ン
を
中
心

に
低
金
利
資
金
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も

に
、
農
業
関
連
資
金
の
保
証
料
助
成
や
コ

ロ
ナ
特
別
対
応
資
金
な
ど
組
合
員
・
利
用

者
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
体
制
に
取
組
み

ま
し
た
。

新
た
な
生
活
様
式
の
浸
透
に
よ
る
保
障

ニ
ー
ズ
や
、
非
対
面
ニ
ー
ズ
等
の
高
ま
り

を
は
じ
め
と
す
る
環
境
の
変
化
を
受
け
、

本
年
５
月
よ
り
専
門
知
識
を
具
備
し
た
職

員
配
置
に
よ
る
渉
外
体
制
の
整
備
（
渉
外

課
新
設
）
を
図
り
、
契
約
者
一
人
一
人
に

最
適
な
保
障
提
案
が
で
き
る
よ
う
利
用
者

満
足
度
向
上
と
繋
が
り
強
化
に
向
け
取
組

み
ま
し
た
。

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
、
各
部
署
と
の
連
携
を
密
に

し
、
生
産
コ
ス
ト
低
減
に
よ
る
農
業
所
得

向
上
の
支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
種

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
講
習
会
を
開
催
し
、
安

心
・
安
全
で
信
頼
さ
れ
る
商
品
・
資
材
の

提
供
に
取
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
農
機
・

自
燃
部
門
で
は
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
向
け
技
術
向
上
を
図
り
迅
速
な
お
客
様

対
応
に
努
め
ま
し
た
。

　

集
落
営
農
組
織
や
盛
人
会
会
員
を
は
じ

め
、
認
定
農
業
者
等
へ
経
営
所
得
安
定
対

策
事
業
へ
の
加
入
申
請
支
援
を
行
い
、
交

付
金
フ
ル
活
用
の
支
援
に
取
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
農
機
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る

農
機
具
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
習
会
開
催
に
よ

り
修
繕
費
削
減
の
貢
献
に
努
め
ま
し
た
。

　

基
幹
作
物
の
米
に
つ
い
て
は
、「
う
ま

い
・
き
れ
い
石
川
米
づ
く
り
＋
１
運
動
」実

践
の
も
と
、
エ
コ
栽
培
米
（
志
賀
米
・
能

登
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
の
生
産
拡
大
を
図
る

と
と
も
に
、
土
づ
く
り
に
よ
る
良
質
米

生
産
と
反
収
増
加
に
努
め
た
結
果
、
集

荷
実
績
は
微
増
の
５
４
，
４
４
１
・
５
俵

（
計
画
対
比
90
・
６
％
）
と
な
り
ま
し
た

が
、
販
売
高
は
コ
ロ
ナ
禍
の
米
価
下
落

に
よ
り
５
５
９
百
万
円 (

計
画
対
比
84
・

６
％) 

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。　
　

　

そ
の
た
め
、
志
賀
町
と
協
調
し
て
米
価

下
落
対
策
助
成
金
の
対
応
を
行
い
、
Ｊ
Ａ

は
主
食
用
米
出
荷
実
績
に
対
し
て
総
額

３
８
６
万
円
の
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
園
芸
品
目
で
は
「
能
登
志
賀
こ

ろ
柿
」
の
凍
霜
害
や
「
能
登
す
い
か
」
及

び
「
能
登
か
ぼ
ち
ゃ
」
の
交
配
期
の
雨
天

が
影
響
し
て
集
荷
量
が
減
少
し
、
販
売

高
は
１
４
５
百
万
円 (

計
画
対
比
67
・

４
％)

と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
は
、
前
年
に
続
き
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を
振
る

い
、春
先
の
第
４
波
か
ら
夏
場
の
第
５
波
、

年
明
け
後
の
第
６
波
へ
と
感
染
力
を
増
し

た
変
異
株
の
出
現
に
翻
弄
さ
れ
る
１
年
と

な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
年
度
末
に
か
け

て
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
地
政
学

的
リ
ス
ク
と
な
り
、
原
油
高
や
為
替
円
安

を
招
く
な
ど
国
内
経
済
の
先
行
き
不
透
明

感
を
増
幅
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
飲
食
・
宿
泊
等
サ
ー
ビ

ス
業
の
不
振
継
続
か
ら
米
の
需
給
改
善
が

進
ま
ず
、
令
和
３
年
産
米
の
価
格
が
大
き

く
下
落
す
る
一
方
で
、
肥
料
・
燃
料
費
等

資
材
コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
な
ど
、
農
業
者

に
と
っ
て
極
め
て
厳
し
い
１
年
と
な
り
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
事
業
に
お
い
て
も
、
２
年
連
続
の

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
は
避
け
ら
れ
ず
、

長
引
く
超
低
金
利
情
勢
も
相
ま
っ
て
厳
し

い
経
営
環
境
が
続
き
ま
し
た
。
ま
た
、
米

以
外
の
農
産
物
で
は
、
当
Ｊ
Ａ
特
産
の
こ

ろ
柿
に
つ
い
て
春
先
の
凍
霜
害
等
に
よ
り

出
荷
量
が
半
減
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
中
期
計
画
の
課
題
で
あ
っ
た
志

賀
地
区
６
支
店
の
統
廃
合
を
組
合
員
各
位

の
ご
理
解
の
も
と
実
現
し
、
効
率
経
営
に

信信 

用用 

事事 

業業

共共 

済済 

事事 

業業

購購 

買買 

事事 

業業

営
農
指
導
・
販
売
事
業

営
農
指
導
・
販
売
事
業

『農業と地域に根ざし、地域社会と共存する ＪＡをめざして』



　

各
施
設
で
は
「
ゆ
め
み
づ
ほ
」、「
コ
シ

ヒ
カ
リ
」、「
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
」
の
３
品
種

を
中
心
に
取
扱
い
を
行
う
中
、
育
苗
施
設

で
は
志
賀
産
米
の
高
品
質
生
産
を
目
指

し
、
県
指
導
目
標
量
の
遵
守
や
適
期
播
種

に
よ
る
健
苗
・
均
一
化
生
産
を
は
じ
め
、

播
種
同
時
薬
剤
散
布
に
よ
る
本
田
で
の
作

業
労
力
軽
減
と
低
コ
ス
ト
技
術
に
対
応

す
る
高
密
度
苗
の
生
産
に
努
め
た
結
果
、

１
２
５
，
８
７
７
箱
の
利
用
実
績
と
な
り

ま
し
た
。

令和３年度の主な事業実績     　      (単位：千円・千ポイント)
項　目 計画額 実績額 対　比

貯　金（平均残高） 47,568,000 46,474,909 97.7%

貸出金（平均残高） 7,576,000 6,842,060 90.3%

購  買  品 1,605,000 1,485,089 92.5%

販  売  品 1,400,000 1,250,183 89.3%

長期共済（ポイント） 1,850 1,976 106.9%

年金共済（ポイント） 117 105 89.4%

通 常 総 代 会

⑤　ＪＡしか　2022. ７

【
永
年
勤
続
20
年
】

中　

村　

真
理
子

　
　
　
　
　
　
（
中
央
支
店
）

永
年
勤
続

永
年
勤
続

　

職
員
表
彰

　

職
員
表
彰

利利 

用用 

事事 

業業

　

６
月
29
日
（
水
）
に
開
催
さ

れ
た
当
組
合
通
常
総
代
会
の
席

上
、
優
良
職
員
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
共
同
乾
燥
調
製
施
設
で
は
円
滑
な

施
設
稼
働
は
も
と
よ
り
、「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

の
区
分
荷
受
を
行
う
と
と
も
に
フ
レ
コ
ン

購
入
助
成
の
継
続
実
施
な
ど
利
用
率
向
上

に
努
め
た
結
果
、
主
食
用
米
の
施
設
利
用

量
は
、１
，２
６
３
ｔ（
２
１
，０
５
８
俵
）

と
な
り
ま
し
た
。

中央支店年金友の会

「喜寿・米寿お祝い」
　昨年５月の支店統廃合以来、コロナ禍もあいまって年金友の会活動が見送られていましたが、
令和４年度よりあらたに「中央支店年金友の会」を発足し、初年度の企画として、本年度中に
喜寿、米寿を迎えられる会員に記念品を贈呈することといたしました。
　令和４年度、最初の米寿を４月６日に迎えられた、大家あや子さん（志賀町代田）を皮切り
に米寿 35名、喜寿 31名の対象者を予定しております。
　お誕生日まで、お楽しみにお待ちください！！

中央支店年金友の会役員
（任期：令和４年度～令和６年度）

会　長 山﨑　哲夫（土田地区）
副会長 土田　寿雄（下甘田地区）
副会長 平澤　　勇（高浜地区）
監　事 野村　征人（志加浦地区）
会　計 山下　一彦（中甘田地区）
幹　事 寺田　重男（堀松地区）
幹　事 川幡　　正 （加茂地区）
幹　事 堤谷　一博（上熊野地区）

よろしくお願いします！！
4/25　大家あや子さん宅前：山﨑会長と



令和３年度　貸借対照表 (令和４年３月31日現在) （単位：円）

組合員数

出資口数 （単位：口）

資格区分 期　　首 当期増加 当期減少 期　　末 増　　減
正 組 合 員 3,570 33 120 3,483 ▲ 87
准 組 合 員 1,936 34 53 1,917 ▲ 19

計 5,506 67 173 5,400 ▲ 106

資格区分 期　　首 期　　末 増　　減
正 組 合 員 779,314 762,390 ▲ 16,924
准 組 合 員 115,114 114,772 ▲ 342
処分未済持分 6,902 9,361  2,459

計 901,330 886,523 ▲ 14,807

出資１口金額　　1,000円
払込済出資総額　886,523,000円

単体自己資本比率　23.90％

『農業と地域に根ざし、地域社会と共存する ＪＡをめざして』

科　　　　目 金　　　額
（資産の部）
１．信用事業資産 47,427,307,390
（１）現　金 153,038,079
（２）預　金 36,385,677,356

系統預金 35,549,640,183
系統外預金 836,037,173

（3）有価証券 4,813,450,000
国　債 3,153,400,000
地方債 676,340,000
社　債 983,710,000

（4）貸出金 6,087,353,812
（5）その他の信用事業資産 34,202,287

未収収益 29,191,535
その他の資産 5,010,752

（6）貸倒引当金 ▲ 46,414,144
２．共済事業資産 3,296,012
（１）その他の共済事業資産 3,296,012

３．経済事業資産 464,740,470
（１）受取手形 1,425,630
（２）経済事業未収金 361,561,397
（３）経済受託債権 12,451,043
（４）棚卸資産 81,655,367

購買品 48,879,898
その他の棚卸資産 32,775,469

（５）その他の経済事業資産 15,478,887
（６）貸倒引当金 ▲ 7,831,854

４．雑資産 125,602,630
５．固定資産 1,005,859,566
（１）有形固定資産 1,004,406,211

建　　物 2,462,835,557
機械装置 638,681,351
土　　地 122,633,005
その他の有形固定資産 445,478,378
減価償却累計額 ▲ 2,665,222,080

（２）無形固定資産 1,453,355
その他の無形固定資産 1,453,355

６．外部出資 2,165,872,714
（１）外部出資 2,189,362,001

系統出資 2,054,772,000
系統外出資 84,690,001
子会社等出資 49,900,000

（２）外部出資等損失引当金 ▲ 23,489,287
７．繰延税金資産 18,997,426
資産の部合計 51,211,676,208

科　　　　目 金　　　額
（負債の部）
１．信用事業負債 46,162,011,668
（１）貯　金 46,119,406,982
（２）その他の信用事業負債 42,604,686

未払費用 3,553,338
その他の負債 39,051,348

２．共済事業負債 212,051,582
（１）共済資金 117,549,446
（２）未経過共済付加収入 86,918,382
（３）共済未払費用 6,108,974
（４）その他の共済事業負債 1,474,780

３．経済事業負債 203,468,791
（１）経済事業未払金 148,488,403
（２）経済受託債務 47,808,113
（３）その他の経済事業負債 7,172,275

４．雑負債 207,051,164
（１）未払法人税等 605,200
（２）資産除去債務 84,200,000
（３）その他の負債 122,245,964

５．諸引当金 239,057,426
（１）賞与引当金 10,515,738
（２）退職給付引当金 210,914,226
（３）役員退職慰労引当金 17,397,705
（４）ポイント引当金 229,757

負債の部合計 47,023,640,631
（純資産の部）
１．組合員資本 4,020,072,271
（１）出資金 886,523,000
（２）利益剰余金 3,142,910,271

利益準備金 1,082,949,698
その他利益剰余金 2,059,960,573
リスク管理積立金 679,892,494
農業経営基盤積立金 145,000,000
施設整備積立金 324,000,000
税効果積立金 82,995,595
特別積立金 500,913,815
当期未処分剰余金 327,158,669
（うち当期剰余金） 9,104,890

（３）処分未済持分 ▲ 9,361,000
２．評価・換算差額等 167,963,306
（１）その他有価証券評価差額金 167,963,306

純資産の部合計 4,188,035,577

負債及び純資産の部合計 51,211,676,208

ＪＡしか　2022. ７　⑥



令和３年度　損益計算書 (令和３年４月１日から令和４年３月31日まで)
（単位：円）

（単位：円）

１．出資配当は年1.0％の割合である。
２．次期繰越剰余金には、営農指導、生活・文化改善事業の費用
に充てるための繰越額1,000,000円が含まれている。

剰余金処分
科　　　　目 金　　　　額

１．当期未処分剰余金 327,158,669
２．剰余金処分額 43,610,926
（１）利益準備金 5,000,000
（２）任意積立金 30,000,000

リスク管理積立金 30,000,000
（３）出資配当金 8,610,926

３．次期繰越剰余金 283,547,743
⑦　ＪＡしか　2022. ７

通 常 総 代 会

科　　　　目 金　　　　額
１．事業総利益 887,528,623
　　事業収益 2,170,969,965
　　事業費用 1,283,441,342

（１）信用事業収益 338,654,653
資金運用収益 282,612,681
（うち預金利息） (139,975,044)
（うち有価証券利息） (48,091,966)
（うち貸出金利息） (60,844,999)
（うちその他受入利息） (33,700,672)
役務取引等収益 10,501,153
その他事業直接収益 39,958,619
その他経常収益 5,582,200

（２）信用事業費用 41,049,741
資金調達費用 5,052,905
（うち貯金利息） (4,500,004)
（うち給付補塡備金繰入） (182,089)
（うちその他支払利息） (370,812)
役務取引等費用 4,916,092
その他経常費用 31,080,744
（うち貸倒引当金繰入額） (2,169,259)

信用事業総利益 297,604,912
（３）共済事業収益 286,673,705
共済付加収入 268,126,011
その他の収益 18,547,694

（４）共済事業費用 23,296,161
共済推進費 9,905,828
その他の費用 13,390,333

共済事業総利益 263,377,544
（５）購買事業収益 1,275,765,165
購買品供給高 1,203,488,872
購買手数料 8,101,031
修理サービス料 43,854,474
その他の収益 20,320,788

（６）購買事業費用 1,053,756,178
購買品供給原価 1,000,233,447
購買供給費 22,368,100
その他の費用 31,154,631
（うち貸倒引当金戻入益） (▲ 11,610,401)

購買事業総利益 222,008,987
（７）販売事業収益 60,564,810
販売品販売高 2,410,874
販売手数料 44,719,807
その他の収益 13,434,129

（８）販売事業費用 12,651,534
販売品販売原価 1,594,630
販売費 6,782,176
その他の費用 4,274,728
（うち貸倒引当金繰入額） (39,000)

販売事業総利益 47,913,276
（９）保管事業収益 14,821,643
（10）保管事業費用 11,303,028
保管事業総利益 3,518,615
（11）加工事業収益 2,113,881

科　　　　目 金　　　　額
（12）加工事業費用 907,048
加工事業総利益 1,206,833
（13）利用事業収益 162,112,415
（14）利用事業費用　 111,566,562
（うち貸倒引当金戻入益） (▲ 26,002)
利用事業総利益 50,545,853
（15）葬祭事業収益 9,536,370
（16）葬祭事業費用 4,024,051
葬祭事業総利益 5,512,319
（17）福祉事業収益 29,599,000
（18）福祉事業費用 28,085,272
福祉事業総利益 1,513,728
（19）その他事業収益 419
その他事業総利益 419
（20）指導事業収入 1,200,672
（21）指導事業支出 6,874,535
指導事業収支差額 ▲ 5,673,863
２．事業管理費 885,639,908
（１）人件費 643,339,635
（２）業務費 76,364,557
（３）諸税負担金 24,827,562
（４）施設費 139,413,537
（５）その他事業管理費 1,694,617

事 業 利 益 1,888,715
３．事業外収益 42,172,396
（１）受取雑利息 330,496
（２）受取出資配当金 36,143,000
（３）賃貸料 2,335,162
（４）雑収入 3,363,738
４．事業外費用 23,499,287
（１）寄付金 10,000
（２）雑損失 23,489,287

経 常 利 益 20,561,824
５．特別利益 30,047,269
（１）災害共済金 2,447,269
（２）一般補助金 27,600,000
６．特別損失 40,860,820
（１）固定資産処分損 4,150,820
（２）固定資産圧縮損 27,600,000
（３）減損損失 8,400,000
（４）臨時損失 710,000
税引前当期利益 9,748,273
法人税、住民税及び事業税 1,462,580
法人税等調整額 ▲ 819,197
法人税等合計 643,383
当期剰余金 9,104,890
当期首繰越剰余 315,430,558
会計方針の変更による累積的影響額 2,492,656
遡及処理後当期首繰越剰余金 317,923,214
税効果積立金取崩額 130,565
当期未処分剰余金 327,158,669



『農業と地域に根ざし、地域社会と共存する ＪＡをめざして』

ＪＡしか　2022. ７　⑧

◆ 経営基本方針 ◆
　人口減少やコロナ禍等による社会・経済情勢の大きな変化により、農業・ＪＡを取り巻く環
境が一段と厳しさを増す中、令和４年度は、「第６次中期３か年計画」の初年度として、不断
の自己改革によるさらなる進化を目指し、基本目標達成に向けて役職員一丸となって取組みま
す。

施設整備計画
( 単位：千円 )

施 設 名 資産種類 内　　容 事業費

志賀町カントリーエレベーター 機械装置 湿式除塵装置更新 83,000

土田ライスセンター 機械装置 乾燥機（３基）及び
ルーフファン（４基）更新 63,700

主要事業目標 　　　　　　 (単位：千円・千ポイント)
項　目 計 画 額

貯　金（平均残高） 46,826,000

貸出金（平均残高） 6,116,000

長期共済新契約高 1,920

年金共済新契約高 60

購 買 事 業 取 扱 高 1,577,000

販 売 事 業 取 扱 高 1,200,000

損益計画　　　　　　　　　　  　(単位：千円)
項　　目 計 画 額

事 業 総 利 益 852,249

事 業 管 理 費 841,089

事 業 利 益 11,160

経 常 利 益 51,465

税引前当期利益 48,465

当 期 剰 余 金 40,795

令和４年４月１日から
令和５年３月31日まで

◆ 重点実施事項 ◆
（1）組合員のメンバーシップ強化による
　　組織基盤強化

（2）経営基盤の確立・強化

（3）地域の活性化への貢献

令和４年度　事 業 計 画

◆ 基本目標 ◆
◆　農業所得の増大と農業生産の拡大

◆　組織基盤の確立と地域の活性化

◆　経営基盤の強化

基 本 方 針
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各
事
業
計
画　

重
点
実
施
事
項  

・
営
農
部
署
と
の
連
携
に
よ
る
肥
料
・
農
薬

等
の
研
修
会
実
施

・
自
己
取
り
拠
点
の
利
便
性
確
保
と
営
農
指

導
の
強
化

○
農
機
セ
ン
タ
ー

・
人
材
育
成
の
取
組
み
強
化

・
低
価
格
農
機
推
奨
と
実
演
試
乗
会
の
実
施

・
農
機
の
大
型
化
・
高
性
能
化
に
対
応
し
た

研
修
会
等
へ
の
参
加

・
農
業
機
械
に
お
け
る
必
要
な
運
転
免
許
種

類
の
周
知
及
び
取
得
呼
び
か
け
徹
底

○
自
動
車
整
備
工
場

・
低
価
格
営
農
車
両（
軽
ト
ラ
ッ
ク
）の
提
供

・
販
売
推
進
力
、
Ｃ
Ｓ
向
上
の
た
め
の
研
修

会
等
へ
の
参
加

○
給
油
所

・
集
落
営
農
組
織
・
大
規
模
農
家
へ
の
営
農

燃
料
助
成
の
実
施

・
特
売
日
や
イ
ベ
ン
ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施

・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
へ
の
燃
料
転
換
の
取
組
み

指
導
事
業
・
販
売
事
業

⑴
町
・
県
と
連
携
し
て
人
・
農
地
プ
ラ
ン
な

ど
を
基
に
地
域
農
業
者
の
現
状
や
将
来
の

見
通
し
に
つ
い
て
実
態
把
握
を
行
な
い
、

支
援
す
べ
き
施
策
を
明
確
化
し
て
次
世
代

農
業
者
の
確
保
に
取
組
み
ま
す
。ま
た「
集

落
営
農
組
織
連
絡
協
議
会
」
や
「
盛
人
会
」

会
員
と
の
連
携
を
強
化
し
、
管
内
農
業
生

産
基
盤
の
安
定
化
に
努
め
ま
す
。

⑵「
志
賀
米
」・「
能
登
米
」コ
シ
ヒ
カ
リ
を
中

心
に
、
引
き
続
き
Ｊ
Ａ
自
ら
が
直
接
卸
先

と
価
格
交
渉
を
行
い
販
売
す
る
と
と
も
に
、

多
様
な
販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
取
組
み
を
行

な
い
販
路
開
拓
に
努
め
ま
す
。

⑶
生
産
農
家
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
営
農
支
援

活
動
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
ス
マ
ー

ト
農
業
へ
の
取
組
み
や
情
報
提
供
な
ど
作
業

の
省
力
化
と
生
産
コ
ス
ト
低
減
に
取
組
み
ま
す
。

利
用
事
業

○
育
苗
セ
ン
タ
ー

・
主
食
用
品
種
で
は
、
県
指
導
目
標
量
の
遵

守
や
近
年
の
高
温
気
象
に
合
せ
た
適
期
播

種
に
よ
る
健
苗
・
均
一
化
生
産
に
努
め
ま

す
。（
石
川
県
指
導
乾
燥
籾
重
量
目
標
約

120
ｇ
／
箱
）

・
播
種
同
時
薬
剤
散
布
に
よ
る
本
田
で
の
作

業
労
力
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
高
密
度

苗
生
産
な
ど
低
コ
ス
ト
・
省
力
技
術
対
応

に
取
組
み
ま
す
。

○
共
同
乾
燥
調
製
施
設
（
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
・
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
）

・
主
食
用
主
力
品
種
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
は
、

「
志
賀
米
」「
能
登
米
」「
慣
行
米
」の
区
分

荷
受
け
に
よ
る
有
利
販
売
に
努
め
る
と
と

も
に
、「
ゆ
め
み
づ
ほ
」「
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
」

に
よ
る
作
期
分
散
荷
受
け
対
応
な
ど
生
産

農
家
に
合
せ
た
施
設
稼
働
を
実
施
し
ま
す
。

・
増
穂
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
主
食
用
米

と
飼
料
用
米
を
併
用
し
た
荷
受
け
を
実
施

し
、
生
産
農
家
の
利
便
性
を
図
る
と
と
も

に
利
用
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

・
全
施
設
対
象
の
ス
タ
ン
ド
バ
ッ
ク
フ
レ
コ

ン
購
入
助
成
措
置
を
は
じ
め
、
主
食
用
米

荷
受
施
設
で
の
利
用
者
割
引
や
大
口
割
引

設
定
を
継
続
実
施
し
、
利
用
率
向
上
に
努

め
ま
す
。

福
祉
事
業

〝
や
さ
し
さ
と
安
心
〞を
モ
ッ
ト
ー
に
組
合

員
や
地
域
の
み
な
さ
ま
に
喜
ば
れ
、
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
高
齢
者
の
方
々
の
生
活
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

組
合
員
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
活
動
の
実
践

・
ひ
と
保
障
を
中
心
と
す
る
、「
ひ
と
、い
え
、

く
る
ま
」の
総
合
保
障
の
提
供

・
新
医
療
共
済(

メ
デ
ィ
フ
ル)

を
は
じ
め
、

本
年
新
設
の
「
認
知
症
共
済
」、「
農
業
者

賠
償
責
任
共
済
」の
普
及
拡
大

・
地
域
貢
献
活
動
を
通
じ
た
、
農
業
・
地
域

へ
の
貢
献
と
Ｊ
Ａ
事
業
理
解
者
へ
の
波
及

取
組
み

⑵
長
期
安
定
的
な
事
業
展
開
に
取
組
み
ま
す
。

・
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
ス
マ
イ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
の
体
制
・
整
備

・
最
良
の
保
障
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向
け

た
、
訪
問
活
動
の〝
質
〞の
向
上
と
対
応
力

強
化

・
利
用
者
満
足
を
意
識
し
た
提
案
活
動
の
充

実
・
浸
透

⑶
Ｊ
Ａ
共
済
契
約
者
が
長
期
に
安
心
で
き
る

基
盤
・
ス
キ
ー
ム
づ
く
り
に
取
組
み
ま
す
。

・
不
祥
事
未
然
防
止
に
向
け
た
取
組
み
徹
底
・

　

強
化（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
強
化
）

購
買
事
業

⑴
資
材
セ
ン
タ
ー
で
の
自
己
取
り
割
引
対
象

商
品
の
拡
充

⑵
購
買
品
配
送
業
務
の
効
率
化
検
討
・
実
施

⑶
人
材
育
成
・
技
術
力
の
向
上

⑷
総
合
展
示
会
・
農
業
ま
つ
り
・
農
機
具
安

全
講
習
会
・
ミ
ニ
展
示
会
の
実
施

○
資
材
セ
ン
タ
ー

・
大
口
利
用
者
へ
の
コ
ス
ト
低
減
資
材
の
提

案
及
び
大
口
割
引
の
導
入
検
討

・
仕
入
時
期
・
仕
入
先
等
の
工
夫
に
よ
る
予

約
購
買
の
推
奨

信
用
事
業

⑴
農
業
融
資
実
施
体
制
の
構
築
・
強
化

　
　

営
農
・
経
済
部
門
と
の
事
業
間
連
携
に

よ
る
資
金
ニ
ー
ズ
の
掘
起
し
を
は
じ
め
、

利
子
補
給
・
保
証
料
助
成
の
継
続
実
施
に

よ
り
融
資
伸
長
を
図
り
ま
す
。

⑵
生
活
資
金
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
強
化

　
　

住
宅
・
小
口
ロ
ー
ン
な
ど
、
多
様
な
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
に
応
じ
た
提
案
活
動
を
は
じ

め
、
ネ
ッ
ト
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
効
率
的

な
推
進
・
強
化
に
務
め
ま
す
。

⑶
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
応
じ
た
提
案
活
動
の

実
施

　
　

来
店
機
会
を
活
用
し
た
ネ
ッ
ト
バ
ン

ク
・
Ｊ
Ａ
カ
ー
ド
の
セ
ッ
ト
推
進
等
付
帯

取
引
（
メ
イ
ン
化
取
引
）
の
拡
充
を
は
じ

め
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
Ｊ
Ａ
口
座

利
用
促
進
に
務
め
ま
す
。

⑷
リ
ソ
ー
ス
創
出
（
人
材
・
時
間
）
に
向
け

た
業
務
・
事
務
効
率
化
の
取
組
み

　
　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
ア
プ
リ
・
Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト
バ

ン
ク
の
利
用
促
進
を
は
じ
め
、
法
人
Ｉ
Ｂ

等
の
利
用
促
進
に
努
め
、
創
出
さ
れ
た
リ

ソ
ー
ス
に
よ
り
金
融
仲
介
機
能
（
貸
出
対

応
、相
談
機
能
等
）
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

⑸
不
祥
事
未
然
防
止
・
内
部
管
理
体
制
の
構
築

　
　

不
祥
事
未
然
防
止
へ
の
取
組
み
強
化
と

内
部
管
理
体
制
構
築
に
努
め
ま
す
。

共
済
事
業

⑴
新
た
な
生
活
様
式
へ
の
変
化
に
対
し
敏
速

に
取
組
み
ま
す
。

・「
対
面
」と「
非
対
面
」が
融
合
し
た
契
約
者
・



①猫と遊ぶ
②プラス思考
　ものの見方を変えれば、より
楽しい人生につながるから
③ JAと組合員の方々に対する
理解を深め、丁寧な業務を心
掛けていきたいです。

①フットサル
②我が生涯に一片の悔い無し
　何をするにしても一片の悔い
が残らないようにしたいから
③早く仕事を覚えてお客様に顔
と名前を憶えてもらうことで
す。

①バイク
②ありがとう
　感謝をしたり、されたりする
と幸せな気持ちになるから

③一日でも早く仕事を覚え、組
合員の皆様のお役に立てるよ
うになりたいです。

①野球観戦
②努力は必ず報われる
自分が努力してきたことが結果
として出たことがあったから

③お客様に笑顔でありがとうと
言ってもらえるような対応を
していきたいと思います。

①趣味

②好きな言葉とその理由

③入組後の抱負

①ゲーム、漫画
②あいさつ
　あいさつは人として大事なこ
とだから

③組合員の方から頼られる職員
になること

今
川
奈
津
起

濱　
　

頼
哉

坂
本　
　

凌

加
藤　

好
貴

定
仙　

大
輝

新

職
採採
員員

【
金
融
課
】

【
企
画
管
理
課
】

【
給
油
所
】

【
志
賀
営
農
セ
ン
タ
ー
】

【
志
賀
営
農
セ
ン
タ
ー
】

　JAグループ農機事業キックオフ大会
で、令和3年度JA農機セールスコンテス
ト表彰が行われ、JA志賀農機センター
の河野辰夫さんが、【総
合台数部門】と【総合金額
部門】の２部門で年間最
優秀賞を受賞しました。

令和3年度JA農機セールスコンテスト表彰

ＪＡしか　2022. ７　⑩
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＊満期日以降の利息は、解約または継続日における店頭金利となります。
＊お利息に 20.315 ％（国税15.315％ 地方税5％）の分離課税がかかります。
＊中途解約をされた場合は、当JA所定の中途解約利率を適用致します。
＊市場金利及び経済状況により予告なく内容が変更となる場合があります。

©

©

JA志賀独自企画

令和4年

※取組み期間１年の自動継続
　契約が対象となります。

※個人の方対象のみとなります。

初夏の展示会 2022初夏の展示会 2022
　6月 11 日（土）初夏の展示会を本店にて開
催いたしました。
3年ぶりの開催であり、Aコープ商品、たまご
の販売、キッチンカーの出店等、家族連れで賑
わいました。
　また、起震車体験では地震の怖さを体感し、
共済加入の大切さを理解して頂きました。



　令和4年6月18日（土）増穂が浦グラウンドゴルフ場で会員38名が参加して、富来支店年金友の会
グラウンドゴルフ大会を開催しました。当日は3年振りの開催であり大いに盛り上がりました。
大会結果は下記の通りです。

【男子の部】
　１位　　三池　外司　さん
　２位　　山中　直治　さん
　３位　　井高　時博　さん

【女子の部】
　１位　　吉峰恵美子　さん
　２位　　油谷　利代　さん
　３位　　浦野　逸子　さん

富来支店年金友の会グラウンドゴルフ大会開催

ＪＡしか　2022. ７　⑫


